
　各常任委員会は、２月29日、付託された特別会計当初予算等の19議案（総務常任委員会５議案、

民生教育常任委員会７議案、産業建設常任委員会７議案）について審査を行いました。

　また、予算特別委員会（各会派から選出された委員で構成）は、３月８日から10日及び14日の４

日間で一般会計当初予算について審査を行いました。

　なお、委員会の主な審査内容は、次のとおりです。

《
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）》

・
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
支
給
事
業

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
支
給
の
対
象
者
は
、
平
成
27

年
度
の
簡
素
な
給
付
措
置
の
対
象

者
の
内
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
に
な
る
方
を
対
象
と
し
て
支

給
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
約

１
万
２
０
０
人
の
予
定
で
す
。

・
溢
水
対
策
整
備
事
業

問
　
今
回
対
象
と
な
る
地
域
の
現

状
は
。

答
　
大
雨
の
際
に
溢
水
す
る
下
高

柳
地
区
を
、
新
た
な
溢
水
対
策
の

重
点
地
区
と
し
て
溢
水
対
策
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
委
託
料
３
２

０
万
円
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
現
在
溢
水
対
策
工
事
を
進

め
て
い
る
南
篠
崎
地
区
に
つ
い
て

は
、
今
回
計
上
し
た
６
１
０
万
円

で
水
路
工
事
が
完
了
す
る
た
め
、

前
倒
し
し
て
工
事
費
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

《
加
須
市
行
政
不
服
審
査
会
条

例
》

問
　
行
政
不
服
審
査
会
を
常
設
で

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答
　
専
門
性
が
高
い
審
査
会
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
常
設
と
し
て
３

年
間
同
じ
委
員
で
、
そ
の
間
発
生

し
た
案
件
を
処
理
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

《
加
須
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条

例
》

問
　
現
在
の
消
費
生
活
相
談
員
３

名
の
勤
務
体
系
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
週
２
回
勤
務
を
し

て
お
り
、
月
曜
日
が
２
名
体
制
、

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
１
名

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
月

曜
日
の
２
名
体
制
に
つ
い
て
は
、

各
総
合
支
所
に
お
い
て
消
費
生
活

相
談
を
受
け
付
け
た
場
合
、
１
名

が
そ
の
対
応
に
当
た
る
た
め
で

す
。

委員長

　小坂　裕

副委員長

　中條恵子

委員

　池田年美

　金子正則

　新井好一

　平井喜一朗

　小勝裕真

　野中芳子

　松本英子

　小坂徳蔵

委員長

　柿沼秀雄

副委員長

　斉藤理史
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《
国
民
健
康
保
険
事
業
》

問
　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

事
業
の
内
容
は
。

答
　
本
事
業
は
埼
玉
県
内
の
市
町

村
が
国
保
連
合
会
と
の
協
定
の
締

結
に
よ
り
共
同
で
事
業
を
実
施
す

る
形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
の
受
診
結
果
に
よ
り
、
国
保

連
合
会
が
委
託
す
る
事
業
者
が
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
や
、
糖
尿

病
性
腎
症
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い

方
に
生
活
指
導
等
を
実
施
す
る
事

業
で
す
。

《
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
》

問
　
総
予
算
額
の
約
５
割
を
占
め

る
医
療
用
消
耗
機
材
費
の
内
訳

は
。

答
　
薬
剤
な
ど
医
薬
材
料
費
５
７

７
９
万
円
が
主
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
他
、
消
耗
品
費
等
が
あ
り
ま

す
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
》

問
　
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
利

用
助
成
事
業
の
利
用
人
数
の
見
込

総
務
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

７
議
案
　
可
決

５
議
案
　
可
決

み
は
。

答
　
人
間
ド
ッ
ク
は
１
０
５
人
、

脳
ド
ッ
ク
は
31
人
の
利
用
を
見
込

ん
で
積
算
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
27
年
度
の
積
算
人
数
よ
り
も

増
や
し
て
い
ま
す
。

問
　
改
定
後
の
１
人
当
た
り
の
保

険
料
は
。

答
　
広
域
連
合
の
試
算
に
よ
る

と
、平
成
28
年
度
は
５
万
２
３
９
８

円
と
な
り
、
平
成
27
年
度
と
比
較

し
て
２
５
４
円
の
減
と
な
り
ま

す
。

《
介
護
保
険
事
業
》

問
　
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の

人
数
は
。

答
　
１
つ
の
審
査
会
に
つ
き
委
員

が
５
人
お
り
、
加
須
地
域
は
３
つ

の
審
査
会
で
15
人
、
騎
西
地
域
は

２
つ
の
審
査
会
で
10
人
、
北
川

辺
・
大
利
根
地
域
は
２
つ
の
審
査

会
で
10
人
お
り
、
合
計
35
人
で

す
。

委員会の審議内容
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